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『
往
生
要
集
』
引
用
文
か
ら
見
た
『
宝
物
集
』
に
つ
い
て
（
六
）

―
七
巻
本
巻
六
相
当
部
分
対
照
表
と
そ
の
言
語
面
の
検
討
―

古
田
恵
美
子

The
linguastic

com
parison

betw
een

the
quoted

passages
in

[H
ôbutusyû

]
from

[Ô
jyôyôsyù

]

and
their

original
passages

in
[Ô

jyôyôsyù
]

Em
iko

Furuta

目
次一

、
は
じ
め
に

二
、
『
宝
物
集
』『
往
生
要
集
』
諸
本
対
照
表
お
よ
び
検
討

三
、
ま
と
め一

、

は
じ
め
に

筆
者
は
、
先
に
『
『
往
生
要
集
』
引
用
文
か
ら
み
た
『
宝
物
集
』
に
つ
い
て
』（
『
築

島
裕
博
士
傘
寿
記
念
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院

二
〇
〇
五
）
、
『
往
生
要
集
』
引
用

文
か
ら
見
た
『
宝
物
集
』
に
つ
い
て
（
二
）
』
（
横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀

要
９
（
人
文
科
学
）
二
〇
〇
七
）
、『
同
（
三
）
』（
同
紀
要

二
〇
一
四
）
、『
同(

四)

』

16

（
同
紀
要

二
〇
一
五
）
『
同
（
五
）
』
（
同
紀
要

二
〇
一
六
）
に
お
い
て
、

17

18

『
宝
物
集
』
中
に
引
用
さ
れ
た
、『
往
生
要
集
』
お
よ
び
、『
栄
花
物
語
』
の
本
文
の

言
語
上
の
位
相
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
右
の
拙
稿
で
は
、
『
宝
物
集
』
七
巻
本
で
言

え
ば
、
巻
五
の
終
わ
り
ま
で
比
較
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、
引
き
続
き
、
七
巻
本
の

巻
六
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
う
。
現
存
す
る
一
巻
本
は
二
種
七

巻
本
の
巻
五
相
当
分
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
一
巻
本
は
比
較
対
照
不

可
能
で
あ
る
た
め
、
二
種
七
巻
本
の
内
、
吉
川
本
を
中
心
に
比
較
対
照
す
る
。

比
較
対
照
の
目
的
は
、
前
稿
（
拙
稿
二
〇
一
六
）
に
引
き
続
き
、
「
七
巻
本
に
増

補
さ
れ
る
と
き
、
『
往
生
要
集
』
か
ら
内
容
が
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
の
『
往
生
要
集
』
が
使
わ
れ
た
の
か
」
で
あ
る
。
今
回
も
、

一
巻
本
と
の
比
較
は
な
く
、
七
巻
本
へ
の
増
補
時
の
み
を
考
え
る
た
め
、
鎌
倉
期
の

『
往
生
要
集
』
の
形
態
を
考
え
て
比
較
し
て
い
き
た
い
。

本
研
究
全
体
の
意
図
お
よ
び
目
的
、
方
法
、
『
宝
物
集
』
『
往
生
要
集
』
『
栄
花
物

語
』
の
諸
本
の
書
誌
、
依
拠
し
た
影
印
本
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
右

拙
稿
お
よ
び
拙
稿
一
九
九
五
、
一
九
九
一
（
注
１
）

に
譲
る
。

二
、
比
較
対
照
表
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対
照
表
の
見
方

本
対
照
表
は
以
下
の
順
で
示
す
。

青

『
往
生
要
集
』
青
蓮
院
本

上
中
下
三
巻
の
巻
、
本
文
の
所
在
、
筆
者
移
点

ノ
ー
ト
に
よ
る
訓
読
文
。
尚
、
こ
の
本
は
右
側
に
あ
る
片
仮
名
点
が
主
で
あ
る
が
、

少
数
な
が
ら
左
側
に
別
訓
の
仮
名
点
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
。左
側
の
訓
が
『
宝

物
集
』
の
本
文
に
近
い
場
合
に
は
（
左
訓

）
と
い
う
形
で
、
括
弧
に
入
れ
て
示

し
た
。

最

『
往
生
要
集
』
最
明
寺
本

『
最
明
寺
本
往
生
要
集

譯
文
篇
』（
注
２
）

に

お
け
る
巻
、
本
文
所
在
、
訓
読
文

西

西
南
院
本

西
崎
亨
一
九
八
九
『
高
野
山
西
南
院
蔵
『
往
生
要
集
』
断
簡

付

自
立
語
用
語
索
引
』
に
お
け
る
写
真
番
号
、
行

興

興
福
寺
本

鎌
倉
期
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
訓
み
下
し
文
。

こ
こ
で
は
、
鈴
木
一
男

『
初
期
点
本
論
攷
』
十
九
章
の
翻
刻
の
頁
数
、
行
数
で

所
在
を
表
示
し
た
。

浄

『
往
生
要
集
』
浄
福
寺
本
、
上
（
大
文
一
か
ら
二-
五
）
、
中
（
大
文
四-

四
か

ら
五-

三
）
二
巻
の
巻
、
『
浄
福
寺
本
仮
名
書
き
『
往
生
要
集
』
影
印
・
翻
刻
・
解

説
』
（
西
田
直
樹
・
西
田
直
敏
一
九
九
四
）
本
文
影
印
中
の
所
在
、
本
文

栄

『
栄
花
物
語
』
梅
沢
本
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

（
上
下
）
の
巻
、
ペ
ー
ジ
、

行
、
凡
例
か
ら
復
元
し
た
底
本
本
文

吉

『
宝
物
集
』
吉
川
本
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
の
ペ
ー
ジ
、
行
、
凡
例

か
ら
復
元
し
た
底
本
本
文

涅
槃
経

大
正
新
修
大
蔵
経
の
巻
、
頁
、
行
（
注
３
）

二
、『
宝
物
集
』『
往
生
要
集
』
諸
本
対
照
表
お
よ
び
検
討

比
較
箇
所
㊵

『
宝
物
集
』
巻
六

『
往
生
要
集
』
大
文
五
ー
五

青

中
六
七
オ
４

心
地
観
経
偈
（
ニ
）
云
（
ク
）

在
家
ハ
能
ク
煩
悩
ノ
因
ヲ
招
ク

最

中
六
八
ウ
５

心
地
観
経
の
偈
に
云
（
く
）

在
家
は
能
く
煩
悩
の
因
を
招
く

吉

二
五
六
ペ
１

心
地
観
経
に
は
、
「
在
家
は
よ
く
煩
悩
の
因
を
ま
ね
く
。

青

出
家
ハ

亦

清
浄
戒
ヲ

破
ル
（
左
訓

破
ス
）

最

出
家
は

亦

清
浄
の
戒
を

破
る
（
カ
ナ
訓

破
ス
）

吉

出
家
は

又

清
浄
の
戒
を
や
ふ
る
」
と
は
申
た
る
な
り
。

『
往
生
要
集
』
大
文
五
ー
五
「
懺
悔
衆
罪
」
で
、
「
是
の
如
き
懺
悔
に
は
、
い
か

な
る
勝
れ
た
る
德
有
り
や
」
と
い
う
問
い
に
答
え
て
、
心
地
観
経
の
偈
の
一
部
を
略

抄
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
。

吉
川
本
は
、
前
章
巻
五
で
は
、
偈
は
漢
文
の
形
で
掲
出
さ
れ
て
い
た
。
巻
六
で
は
、『
往

生
要
集
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
就
い
て
は
、
書
き
下
さ
れ
た
形
で
、『
宝
物

集
』
の
文
章
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
形
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
本
拙
稿
の
最
後
に
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

吉
川
本
は
「
招
」
「
破
」
が
、
「
ま
ね
く
」
「
や
ふ
る
」
と
、
仮
名
書
き
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
「
つ
み
（
罪
）
」
「
ま
づ
（
貧
）
し
く
」
「
あ
ま
（
甘
）
き
」
「
さ
ん
け

（
懺
悔
）
」「
ほ
ん
な
う
（
煩
悩
）
」「
ほ
た
い
（
菩
提
）
」
等
、
日
常
語
は
も
ち
ろ
ん
、

仏
教
語
の
漢
語
ま
で
、
仮
名
書
き
で
あ
る
。

此
の
事
は
、
漢
文
本
を
見
て
い
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

新
古
典
文
学
大
系
の
校
注
で
は
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
、「
（
心
地
観
経
か
ら
で
は

な
く
）
宝
物
集
は
往
生
要
集
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
ろ
う
」
（
二
五
六
ペ
脚
注
一
）
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
耳
か
ら
聞
き
覚
え
た
か
、
仮
名
に
書
き
下
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

読
み
下
し
に
関
し
て
は
、
『
往
生
要
集
』
漢
文
訓
読
文
と
吉
川
本
は
、
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
「
破
」
の
訓
に
左
訓
な
が
ら
、
「
破
ス
」
と
い
う
訓
が
併
記
さ
れ
て
い
る
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と
こ
ろ
の
み
異
な
る
。
こ
こ
に
サ
変
動
詞
「
破
ス
」
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
青

連
院
本
の
み
で
は
な
く
、
最
明
寺
本
も
同
じ
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
で
は
、
「
破
ス
」

と
い
う
語
を
使
い
う
る
の
だ
が
、『
宝
物
集
』
と
し
て
は
、「
破
ス
」
で
は
な
く
、「
や

ぶ
る
」
を
選
ん
で
使
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
文
体
の
違
い
が
あ
る
。

比
較
箇
所
㊶

『
往
生
要
集
』
大
文
十

問
答
料
簡
―
五
臨
終
念
相

青

下
六
三
オ
６

如

シ
、
百
丈
ノ
大
ナ
ル
石
ヲ
持
テ

モ
（
左
訓
）

興

３
４
４
ペ
３

モ
シ

イ
マ
百
丈
ノ
イ
シ
ノ

オ
ホ
キ
ナ
ル
ヲ
モ
（
ッ
）
テ

吉

二
五
六
ペ
６

百
丈
の
石
な
れ
ど
も

青

船
ノ
上
ニ
置-

在
ス
ル
カ
如
キ
（
右
訓
）、
没
（
シ
）
ナ
ム
ヤ

不
ヤ

イ
ナ

興

フ
ネ
ノ
ウ
ヘ
ニ

オ
カ
シ
ム
レ
ハ

シ
ツ
ム
ヤ

イ
ナ
ヤ

吉

船
筏
に

つ
み
つ
れ
は

青

王
ノ
言
（
ハ
ク
）

没
マ
不シ

興

王
ノ
イ
ハ
ク

シ
ツ
マ
ス

吉

し
つ
ま
す

こ
こ
は
、
『
往
生
要
集
』
が
「
生
涯
一
度
も
善
行
を
し
な
か
っ
た
の
に
、
た
だ
臨

終
直
前
に
十
回
だ
け
念
仏
を
唱
え
た
だ
け
で
往
生
で
き
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
答

え
て
、
『
那
先
比
丘
問
仏
経
』
を
引
用
し
て
答
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
元
の
文

は
、
那
先
と
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
答
に
な
っ
て
い
る
が
、
吉
川
本
は
要
約
し
、
問
答
の

形
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

二
行
目
、
吉
川
本
は
「
筏
」
の
語
が
あ
る
が
、
『
往
生
要
集
』
に
も
『
那
先
比
丘

問
仏
経
』
に
も
「
筏
」
は
無
く
、「
船
の
上
」
に
な
っ
て
い
る
。
此
を
勘
案
す
る
と
、

こ
こ
で
は
『
宝
物
集
』
七
巻
本
は
、
『
往
生
要
集
』
も
『
那
先
比
丘
問
仏
経
』
も
、

本
の
形
で
は
参
照
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
要
約
の
仕
方
か
ら
見
る
と
、
知
っ
て

い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
、
何
も
見
ず
に
書
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

比
較
箇
所
㊷

『
往
生
要
集
』
大
文
五
ー
五

懺
悔
衆
罪

青

中
六
五
オ
４

大
経
十
九
ニ
云
（
フ
）
カ
如
シ

涅
槃
経

北
本
十
九
巻

大
正
新
修
大
蔵
経
十
二
巻
４
７
７
ｃ
１
９

吉

二
五
六
ぺ
１
５

大
経
に
云
、

青

若
（
シ
）
罪
ヲ

覆
ヘ
ハ
［
者
］
（
左
訓
）
カ
ク
ス
者
ハ

涅

若

覆

罪

者

吉

若

人

つ
み
を
つ
く
り
て

か
く
せ
は

青

罪

則
（
チ
）

増
長
ス

涅

罪

則

増
長
。

吉

小
罪
な
り
と
い
へ
と
も
増
長
す
。

青

発
露

懺
悔
ス
レ
ハ
、
罪

即
（
チ
）

消
滅
ス
ト

涅

発
露

慚
愧

罪

則

消
滅

吉

大
罪
な
り
と
い
へ
と
も

さ
ん
け
す
れ
は
、
則

消
滅
す

と
い
へ
り

こ
こ
は
『
往
生
要
集
』
が
『
涅
槃
経
』
の
一
節
を
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
。
し
か

し
、『
涅
槃
経
』
で
は
、
四
行
目
「
慚
愧
」
が
、
『
往
生
要
集
』
お
よ
び
吉
川
本
で
は

｢

懺
悔｣

あ
る
い
は
「
さ
ん
け
」
に
な
っ
て
い
る
。
此
の
事
か
ら
、
吉
川
本
は
『
涅
槃

経
』
の
本
文
は
見
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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同
じ
く
『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
は
、
説
法
、
あ
る
い
は
聞
き
書
き
形
の
仮
名
書

き
文
を
見
た
か
、
も
し
く
は
先
の
比
較
箇
所
㊶
と
同
じ
く
、
以
前
、
読
ん
だ
か
、
説

法
を
聞
い
た
か
で
、
内
容
を
覚
え
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
元
に
、
何
も
見
ず
に
書
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

比
較
箇
所
㊸

『
往
生
要
集
』
大
文
十
ー
五

青

下
六
五
ウ
７

六
ハ

鴆
鳥

水
ニ
入
レ
ハ

チ
ム

西

三
八
ー
４

六
は

は
う
て
う

み
つ
に
い
る
れ
は

興

三
四
七
ぺ
１

六
ニ
ハ

鳩
鳥

水
ニ
イ
ル
レ
ハ

吉

二
五
七
ペ
６

鴆
鳥

水
に
ふ
る
れ
は

青

魚
蜯

（
左
訓
ハ
コ
ク
リ
）

斯

ク

斃
ヌ

ハ
ウ

コ
ト
ヽ
ヽ

シ

西

う
を
は
こ
く
り

こ
と
ゝ
ゝ
く
に

し
ぬ

興

魚

蜂

コ
ト
ヽ
ヽ
ク
シ
ヌ

吉

一
切
の
魚
類
し
し
、

青

皆

犀
角
ヲ
モ
テ

諸
ノ
死
（
シ
）
タ
ル
者
ニ
触
レ
ハ

サ
イ

ノ

西

さ
い
の
つ
の
を
も
ち
て

し
に
た
る
も
の
に
ふ
る
れ
は

興

犀
角
ヲ

モ
（
ツ
）
テ

フ
ル
レ
ハ

吉

犀
角

海
に
あ
そ
へ
は
、
し
ヽ
た
る
魚

青

還
（
リ
）
テ

活

ヘ
ル
（
左
訓
イ
キ
ヌ
）

ヨ
ミ
カ

西

み
な

よ
み
か
へ
る

興

モ
ロ
ヽ
ヽ
ノ

死
シ
タ
ル
モ
ノ

カ
ヘ
（
ツ
）
テ

イ
キ
ヌ

吉

こ
と
ゝ
ゝ
く

よ
み
か
へ
る
。

こ
こ
は
『
往
生
要
集
』
が
『
安
楽
集
』
に
あ
る
譬
喩
を
使
っ
て
、
先
の
比
較
箇
所

㊷
の
問
い
に
対
し
て
続
け
て
答
え
て
い
る
所
で
あ
る
。
要
約
し
た
上
で
、
引
用
し
て

い
る
。

『
往
生
要
集
』
は
、
こ
の
部
分
は
仮
名
書
き
本
が
二
種
類
残
っ
て
い
る
。
西
南
院

本
は
院
政
期
書
写
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
「
聞
き
書
き
」
本
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、
興
福
寺
本
は
、
鎌
倉
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寺
院
内
で
の
書
き

下
し
文
ら
し
く
、
漢
字
に
忠
実
に
読
み
下
し
て
い
る
本
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、

『
往
生
要
集
』
諸
本
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
訓
み
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

特
に
、「
鴆
鳥
」
に
つ
い
て
は
、
寺
院
の
僧
達
も
知
ら
ぬ
場
合
が
あ
っ
た
と
見
え
て
、

読
み
な
ど
も
分
か
れ
て
い
る
。
吉
川
本
は
原
本
を
見
て
い
な
い
の
で
確
実
で
は
な
い

が
、
新
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
れ
ば
、
「
鴆
鳥
」
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
文
字
を
見
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
を
見
た

と
し
て
も
、
そ
の
元
本
通
り
で
は
な
く
、
「
海
に
あ
そ
ぶ
」
事
が
補
わ
れ
て
お
り
、

文
も
短
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
自
分
の
言
葉
で
説
法
な
ど
の
内
容
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
意
図
的
に
要
約
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

比
較
箇
所
㊹

『
往
生
要
集
』
大
文
五
ー
三

対
治
懈
怠

青

中
四
六
ウ
２
・
４

有
ル
懺
悔
ノ
偈
ニ
云
（
ハ
ク
）
―
（
中
略
）
―
諸
仏
ハ

吉

二
六
九
ペ
８

あ
る
経
に
は

ま
さ
し
く

青

衆
生
ヲ
視
（
ソ
ナ
）
ハ
ス
コ
ト

猶

羅
睺
羅
ノ
如
シ
。

吉

見
一
切
衆
生

猶
如

羅
睺
羅

『
往
生
要
集
』
の
こ
の
部
分
は
、
「
怠
惰
な
心
を
抑
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
の
問
い
に
対
し
、
二
十
も
の
観
想
の
方
法
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
十
六
番
目
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の
「
悲
念
衆
生
」
に
つ
い
て
「
あ
る
懺
悔
の
偈
」
を
使
っ
て
答
え
て
い
る
場
面
で
あ

る
。
「
仏
が
衆
生
を
見
る
の
は
、
釈
迦
が
自
分
の
子
供
で
あ
る
羅
睺
羅
を
み
る
よ
う

で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
漢
字
表
記
の
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
漢
文
本
を
参
照
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
巻
六
に
入
っ
て
か
ら
、
漢
字
の
み
の
偈
の
表
記
は
初
め
て
で
あ
る
。
但
し
、

巻
五
ま
で
は
、
偈
は
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が
普
通
で
あ
り
、
栄
花
物
語
な
ど

で
も
偈
は
漢
字
表
記
が
多
い
。

比
較
箇
所
㊺

『
往
生
要
集
』
大
文
二
ー
六

青

上
五
八
オ
４

樹
静
ナ
ラ
ム
ト
欲
ヘ
ト
モ
（
左
訓
ス
レ
（
ト
モ
）
）［
而
］

キ

栄

上
四
五
七
ペ
４

う
ゑ
き

し
つ
か
な
ら
ん
と

お
も
へ
と
も

吉

二
七
二
ペ
６
行

子
路
は
、「
樹

し
つ
か
な
ら
ん
と
す
れ
と
も

青

風
停
マ
（
左
訓

ト
ヽ
マ
ラ
）
不
。
子
養
セ
ム
ト
欲
ヘ
ト
モ
親

待

タ
不

ヤ

ス

ヲ
ヤ
（
左
訓
）
ス

栄

か
せ
や
ま
す

子
孝
せ
ん
と
思
へ
と
も

お
や

ま
た
す
。

吉

風
や
ま
す
。
子

養
ん
と
す
れ
と
も

親
ま
た
す
」

と
か
な
し
み

当
該
の
句
は
、
儒
教
の
中
の
言
葉
で
あ
り
、
『
往
生
要
集
』
や
そ
の
引
用
仏
典
の

造
語
で
は
な
い
が
、
他
に
『
栄
花
物
語
』
や
『
三
宝
絵
』
等
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、

か
な
り
広
く
知
ら
れ
て
い
た
言
葉
の
よ
う
で
あ
る
。

『
栄
花
物
語
』
に
関
し
て
云
え
ば
、
こ
の
引
用
部
分
は
、
藤
原
道
長
の
仏
事
事
業

に
つ
い
て
、
道
長
家
に
仕
え
て
い
た
女
房
で
尼
と
な
っ
た
人
の
日
記
を
原
資
料
と
し

て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
後
の
文
章
か
ら
し
て
、
明
ら
か
に
『
往
生
要

集
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
う
え
、
最
も
古
く
原
本
に
近
い
と
さ
れ
る
写

本
で
、
こ
の
部
分
の
近
く
で
、
「
法
」
を
「
果
報
」
と
書
き
間
違
え
て
い
る
の
で
、

音
を
媒
介
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
拙
稿
一
九
九
一
）（
注
１
）

当
時
の
（
平
安
後
期
の
初
め
頃
）
説
法
に
は
、
頻
繁
に
こ
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。

『
宝
物
集
』
の
場
合
は
、
こ
の
前
の
部
分
に
漢
籍
の
引
用
が
多
い
の
で
必
ず
し
も

『
往
生
要
集
』
が
典
拠
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
「
子
路
の
言
葉
」
と
い
う
情
報
は

他
本
に
は
無
く
、
『
宝
物
集
』
作
者
の
思
い
違
い
か
、
あ
る
い
は
そ
う
だ
と
す
る
本

が
昔
に
は
存
在
し
た
が
今
は
失
わ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
何
か
の
説
法
の
受
け

売
り
な
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

比
較
箇
所
㊻

『
往
生
要
集
』
大
文
二
ー
四

五
妙
境
界
楽

青

上
五
一
ウ
３

瑠
璃
ノ
池
ノ
底
ニ
ハ
水
精
ノ
沙
ア
リ

（
中
略
）

浄

上
一
一
七
オ
２
る
り
の
い
け
の
そ
こ
に
は
す
い
し
や
う
の
い
さ
こ
あ
り
（
中
略
）

吉

二
八
三
ぺ
２

紺
瑠
璃
の
池
の

青

宝
沙

映

徹
シ
テ
深
ク
照
（
ラ
サ
）
不
ト
イ
フ
コ
ト
無
シ
。

ヤ
ウ

浄

た
か
ら
の
い
さ
こ
か
ヽ
や
き
と
ほ
り
て
、
ふ
か
く
て
ら
さ
す
と
い
ふ
こ
と
な
し

吉

ゑ
い
て
つ
せ
る
事
を
観
せ
よ

こ
の
引
用
箇
所
は
『
往
生
要
集
』
で
は
、
極
楽
の
描
写
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
『
宝
物
集
』
で
は
、
極
楽
を
観
想
す
る
方
法
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

吉
川
本
は
「
映
徹
」
を
「
ゑ
い
て
つ
」
と
し
、
漢
字
音
で
読
ま
れ
た
こ
と
を
推
測

さ
せ
る
。
文
字
を
見
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
漢
字
表
記
に
で
き
な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
耳
か
ら
入
っ
た
言
葉
を
仮
名
表
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
箇
所
も
、
『
往
生
要
集
』
の
文
字
を
見
ず
に
、
自
分
の
中
に
あ
る

言
葉
で
書
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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比
較
箇
所
㊼

『
往
生
要
集
』
大
文
四
ー
四

青

中
一
六
ウ
５

眉
間
ニ
一
ノ

白

毫
有
リ
、
右
旋
テ

宛
転
セ
ル
コ
ト

ヒ
ヤ
ク
カ
ウ

浄

中
三
一
オ
２

眉
間
に
一
の
白
毫
あ
り
、
み
き
に
め
く
り
て
宛

転
せ
る
こ
と

ミ
ケ
ン

エ
ン
テ
ン

栄

下
八
五
ペ

み
け
ん
の
白
毫
は
右
に
め
ぐ
り
て
宛
転
せ
る
こ
と

14

吉

二
八
三
ぺ
９

眉
間
の
白
毫
の

青

五
須
弥
ノ
如
（
シ
）

浄

五
須
弥
の
こ
と
し

シ
ユ
ミ

栄

五
の
須
弥
の
こ
と
し

吉

五
の
須
弥
の
や
う
な
る
を
観
じ
、

こ
の
部
分
、
『
往
生
要
集
』
で
は
、
仏
の
三
十
二
相
七
十
二
好
に
就
い
て
述
べ
て

い
る
の
だ
が
、
『
宝
物
集
』
で
は
白
毫
だ
け
を
取
り
出
し
、
極
楽
の
風
景
を
思
い
浮

か
べ
よ
と
述
べ
て
い
る
。
源
信
に
は
、
『
往
生
要
集
』
執
筆
前
に
、
『
白
毫
観
法
』
と

い
う
著
作
が
有
り
、
こ
れ
は
仏
の
姿
を
観
想
す
る
方
法
を
、
白
毫
に
絞
っ
て
説
い
て

い
る
。
あ
る
い
は
、
『
宝
物
集
』
七
巻
本
の
増
補
者
は
『
白
毫
観
法
』
の
方
を
読
み

込
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
漢
文
本
文
を
見
て
い
る
か
ど
う
か
は

確
証
は
無
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
要
約
で
あ
れ
ば
、
見
な
く
て
も
書
く
こ
と
は
可
能
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

比
較
箇
所
㊽

『
往
生
要
集
』
大
文
四
ー
三

作
願
門

青

上
八
五
オ
１

一
色
一
香

中
道
ニ
非
（
ス
）
ト
イ
フ
コ
ト
无
シ

栄

下
八
六
ぺ

一
色
一
香

中
道
に
あ
ら
す
と
い
ふ
事
な
し

10

吉

二
八
四
ペ

一
色
一
香

無
非
中
道

と
観
し
て

11

青

生
死

即

涅
槃
ナ
リ

煩
悩

即

菩
提
ナ
リ

栄

受
想
行
識
も
ま
た
ゝ
ゝ
か
く
の
こ
と
し

吉

ほ
ん
な
う
と

ほ
た
い
と
一
な
り
と
知
な
り
。

『
往
生
要
集
』
の
こ
の
部
分
は
、
引
用
文
献
が
無
い
。
ま
た
、
「
一
色
一
香

無

非
中
道
」
の
句
は
『
往
生
要
集
』
に
は
二
箇
所
あ
る
が
、
そ
の
後
「
煩
悩
即
菩
提
」

の
句
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

『
栄
花
物
語
』
で
は
、
も
う
一
箇
所
の
方
か
ら
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
宝
物
集
』
で
は
前
半
部
分
に
関
し
て
は
漢
字
の
ま
ま
で
あ
る
。
、
漢
字
音
で
読

ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
煩
悩
」
「
菩
提
」
が
仮
名
書
き
で
あ
る
の
は

や
や
不
思
議
で
あ
る
が
、
「
一
色
一
香
」
は
音
読
の
唱
え
言
葉
と
し
て
考
え
れ
ば
、

文
字
に
な
っ
た
も
の
を
見
な
く
て
も
暗
誦
で
き
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
漢
字
の
難
し
さ
か
ら
考
え
る
と
「
一
色
一
香
」
の
方
が
「
煩
悩
」
や
「
菩
提
」

よ
り
も
字
と
し
て
は
易
し
い
か
ら
か
と
も
思
わ
れ
る
。

尚
、
二
行
目
「
生
死
即
涅
槃

煩
悩
即
菩
提
」
は
吉
川
本
三
〇
三
頁
四
行
目
に
も
、

漢
字
文
の
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
句
の
順
番
は
逆
の
形
で
あ
る
。

比
較
箇
所
㊾

『
往
生
要
集
』
大
文
一
ー
一
ー
八

阿
鼻
地
獄

青

上
一
九
ウ
５

阿
鼻
地
獄
之
人
ハ

大
焦
熱
地
獄
ノ
罪
人
ヲ
見
ル
コ
ト

浄

上
四
二
ウ
４

阿
鼻
地
獄
の
人
は
、
大
焦
熱
地
獄
の
つ
み
人
を
み
る
こ
と
、

ア

ヒ

チ

コ

ク

セ
ウ
ネ
ツ
チ
コ
ク

吉

二
九
八
ペ
４

大
焦
熱
地
獄
の
衆
生
は

く
げ
ん
ひ
ま
な
し
と
は
い
へ
と
も

青

他
化
自
在
天
處
ヲ

見
ル
カ
如
シ

浄

他
化
自
在
天
處
を

み
る
か
こ
と
し

タ
ク
ヱ
シ
サ
イ
テ
ン
シ
ヨ

吉

あ
び
大
城
の
罪
人
の
為
に
は

他
化
自
在
天
を
見
る
か
こ
と
し
。
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『
往
生
要
集
』
が
『
正
法
念
処
経
』
を
引
用
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

『
宝
物
集
』
は
、
聞
き
覚
え
た
言
葉
を
書
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
宝
物
集
』

の
元
に
な
っ
た
説
法
な
ど
は
、
多
分
『
往
生
要
集
』
を
元
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
く
げ
ん
（
苦
患
）
暇
無
し
」
が
、
『
宝
物
集
』
が
補
足
し
た
情
報
で
あ
る
。

比
較
箇
所
㊿

『
往
生
要
集
』
大
文
一
ー
一

等
活
地
獄

青

上
三
オ
５

人
間
之
火
ハ

此
レ
ニ
比
フ
ル
ニ
雪
ノ
如
シ

ク
ラ

浄

上
５
ウ
２

人
間
の
ひ
を
こ
れ
に
な
ら
ふ
た
に
、
ゆ
き
の
こ
と
し
。

ニ
ン
ケ
ム

吉

二
九
八
７

人
間
の
火
は
あ
つ
け
れ
と
も
、
ぢ
ご
く
の
火
に
く
ら
ぶ
れ
は
水
の

こ
と
し
。

前
の
比
較
箇
所
㊾
の
続
き
の
部
分
で
、
同
じ
く
『
正
法
念
処
経
』
か
ら
大
意
を
と

っ
て
引
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
往
生
要
集
』
が
「
雪
」
、
『
正
法
念
処
経
』
は
「
雲
」
（
大
正
蔵
十
七
巻
二
八
ａ

３
）、
対
し
て
『
宝
物
集
』
は
「
水
」
に
な
っ
て
い
る
。｢

雪
」
と
「
雲
」
な
ら
ば
、

書
写
違
い
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
「
水
」
あ
る
い
は
「
氷
」
に
は
、
書
写
違
い
の
可

能
性
は
小
さ
い
。
こ
の
点
で
、
や
は
り
『
宝
物
集
」
吉
川
本
の
作
者
お
よ
び
書
写
者

は
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
『
往
生
要
集
』
漢
字
本
も
『
正
法
念
処
経
』
も
見
て

は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

自
分
の
知
識
と
し
て
記
述
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

比
較
箇
所

『
往
生
要
集
』
大
文
一
ー
五

人
道

不
浄
観

51

吉

三
〇
一
ペ

次
に
不
浄
を
観
す
へ
し
と
申
は
、

11

青

上
三
一
オ
１

唯
シ

是
レ

不
浄
ナ
リ
（
中
略
）

西

３
ー
７

た
ゝ
こ
れ

ふ
上
な
り
（
中
略
）

浄

上
六
四
オ
３

た
ゝ
こ
れ
不
浄
な
り
（
中
略
）

フ
シ
ヤ
ウ

吉

我
身
も
人
の
身
も
不
浄
な
る
こ
と
を
観
す
る
な
り
。

青

三
一
オ
３

猶
、
絵
セ
ル
瓶
ニ

而
モ
糞
穢
ヲ

ヱ

カ
メ

西

３
ー

な
を
し

ゑ
か
い
た
る
か
め
に

く
そ
を

11

浄

六
四
オ
６

な
を

ゑ
か
け
る
か
め
に

く
そ
を

吉

た
と
へ
は
、
絵
か
け
る
瓶
の
中
に

も
ろ
ヽ
ヽ
の
糞
穢
を

青

盛
ラ
ム
カ
（
左
訓

イ
レ
タ
ル
カ
）

如
シ

西

い
れ
た
る
か
こ
と
（
し
）

浄

も
れ
る
か
こ
と
し
。

吉

入
た
る
か
如
し

と
い
へ
る
、

吉

こ
ま
か
に
は
横
川
の
僧
都
の
往
生
要
集
に
し
る
せ
り
。

『
往
生
要
集
』
で
は
、
人
道
の
相
を
「
不
浄
」「
苦
」「
無
常
」
の
三
と
し
、
特
に

「
不
浄
」
に
多
く
の
記
述
を
さ
い
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、『
宝
物
集
』
の
方
は
右
の
如
く
、『
往
生
要
集
』
の
名
を
出
し
、
大

ま
か
に
要
約
し
て
い
る
。
ま
た
、
記
述
の
目
的
は
、
住
み
に
く
い
人
間
の
世
界
は
こ

り
ご
り
だ
と
思
う
よ
う
に
思
い
浮
か
べ
て
、
極
楽
往
生
を
指
向
す
る
糧
と
す
る
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
世
へ
の
嫌
悪
感
を
高
め
る
観
想
を
す
る
た
め
に
最
も
嫌

な
と
こ
ろ
の
一
部
を
を
抜
き
出
し
て
あ
る
。

『
宝
物
集
』
の
作
者
や
書
写
者
が
『
往
生
要
集
』
を
忠
実
に
抜
き
出
そ
う
と
す
る

意
思
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
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比
較
箇
所

『
往
生
要
集
』
大
文
五
ー
四

止
悪
修
善

52

青

中
六
四
オ
５

貪
欲
即
（
チ
）
是
道
ナ
リ
。

恚
癡
モ
亦
是
（
ノ
）
如
（
シ
）

吉

三
〇
三
ぺ
６

婬
欲
即
是
道

恚
痴
亦
如
是

句
頭
、『
往
生
要
集
』
は
「
貪
欲
」
で
あ
る
の
に
対
し
、『
宝
物
集
』
は
、
吉
川
本

を
は
じ
め
、
こ
の
文
が
現
存
し
て
い
る
諸
本
全
て
が
「
淫
欲
」
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。（
新
古
典
文
学
大
系
脚
注
三
〇
三
頁
八
）
尚
、『
往
生
要
集
』
の
方

で
は
、
そ
の
引
用
文
献
も
含
め
て
、「
淫
欲
」
に
な
っ
て
い
る
本
は
無
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
早
い
段
階
、
多
分
七
巻
本
に
増
補
さ
れ
た
段
階
で
、
文

脈
に
即
し
た
言
葉
に
わ
ざ
わ
ざ
置
き
換
え
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
書
き
間
違
い
が

生
じ
た
か
の
ど
ち
ら
か
が
起
き
、
そ
の
ま
ま
一
度
も
『
往
生
要
集
』
に
当
た
っ
て
確

認
さ
れ
る
こ
と
も
無
く
、
書
写
さ
れ
続
け
た
事
に
な
る
。

三
、
ま
と
め

『
宝
物
集
』
七
巻
本
の
巻
六
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
引
用
文
に
つ
い
て
、
ま
と

め
て
お
く
。

一
、
巻
六
で
は
、
多
く
の
比
較
箇
所
で
『
往
生
要
集
』
本
文
お
よ
び
、
そ
の
引
用
元

の
仏
典
本
文
と
は
、
文
章
が
細
部
ま
で
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
巻
五
ま
で
と

比
較
す
る
と
、
か
な
り
大
胆
な
要
約
、
省
略
、
置
き
換
え
、
文
脈
転
換
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
た
。

二
、
漢
文
本
文
を
見
な
い
と
書
け
な
い
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
殆
ど
な
か
っ
た
。
漢

文
の
み
表
記
の
箇
所
も
二
カ
所
し
か
な
か
っ
た
。
巻
五
ま
で
は
偈
は
殆
ど
全
て
漢

字
表
記
の
み
で
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
殆
ど
『
往
生
要
集
』
漢
文
訓
読
文
は
参
照
せ
ず
、
講
話
の
聞
き
書

き
や
記
憶
を
元
に
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
本
研
究
は
、
言
葉
の
細
部
に
わ
た
る
客
観
的
な
比
較
を
基
本
に
し
て
い
る
つ
も

り
で
あ
る
が
、
今
回
の
巻
六
に
つ
い
て
は
、
比
較
す
る
本
文
が
か
な
り
違
っ
て
い

る
の
で
、
緻
密
な
比
較
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
る
一
つ
の
思
想
が
、
書
物
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
形
で
広

く
浸
透
し
、
多
く
の
人
々
に
享
受
さ
れ
、
言
葉
の
位
相
が
変
化
し
て
い
っ
た
事
を

示
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
広
く
当
時
の
言
語
生
活
全
体
を
見
渡
す
視
点
で
、『
往
生
要
集
』『
宝

物
集
』
等
の
言
語
を
分
析
・
考
察
し
て
い
く
。

注
１

拙
稿
一
九
九
一

「
『
栄
花
物
語
』
中
に
引
用
さ
れ
た
『
往
生
要
集
』
訓
読

文
の
位
相
に
就
い
て
」

山
中
裕
編
『
栄
花
物
語
研
究
』
第
三
集

高
科
書
店

一
九
九
一
年
五
月

拙
稿
一
九
九
五

「
『
往
生
要
集
』
の
諸
本
に
就
い
て
」『
築
島
裕
博
士
古
希

記
念
国
語
学
論
集
』

築
島
裕
博
士
古
希
記
念
会
編

汲
古
書
院

一
九
九
五
年
一
〇
月

注
２

築
島
裕
・
坂
詰
力
治
・
後
藤
剛
編

汲
古
書
院

一
九
九
二
年

注
３
『
往
生
要
集
』
が
他
の
経
を
引
用
し
て
い
る
場
合
の
典
拠
・
校
異
は
左
記
の
書

を
参
考
に
し
た
。

『
原
本
校
註
漢
和
対
照

往
生
要
集
』

花
山
信
勝

一
九
三
七
年
初
版
、

一
九
七
六
年
二
版

山
喜
房
仏
書
林


